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古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
朱
声
点
・
点
発
に
つ
い
て

）原（て、．Vつに発点°点声朱るけおに点期中安平吉尚文古

一
、
は
じ
　
め
　
に

原

卓
　
　
志

平
安
時
代
に
お
け
る
漢
籍
の
学
習
・
訓
読
に
際
し
て
種
々
の
註
釈
書
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
学
の
御
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
具

へ

1

）

体
的
な
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
取
上
げ
る
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
つ
い
て
も
、
本
文
に
書
入
れ
ら
れ
た
音
注
・
字
体

注
・
義
注
が
敦
焙
本
経
典
釈
文
と
同
体
裁
の
原
初
形
経
典
釈
文
単
一
出
典
で
あ
り
、
古
文
尚
書
の
学
習
・
訓
読
に
原
初
形
尚
書
訳
文
が
利

（1－

用
さ
れ
た
こ
と
を
沼
本
克
明
博
士
が
具
体
的
に
論
証
さ
れ
た
。

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
は
現
在
、
東
洋
文
庫
（
岩
崎
本
）
、
東
山
御
文
庫
（
九
条
本
）
、
文
化
庁
（
神
田
喜
一
郎
欄
士
旧
透
・
神
田
本
）

（3）

の
三
ヶ
所
に
分
蔵
さ
れ
て
お
り
、
各
々
の
覆
製
本
が
公
に
さ
れ
て
い
る
。
施
さ
れ
た
訓
点
に
つ
い
て
は
夙
に
吉
澤
義
則
博
士
が
解
説
を
加

（

一

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

5

〉

え
ら
れ
て
い
る
。
今
、
加
点
状
況
を
小
林
芳
規
先
生
の
作
ら
れ
た
麦
を
お
借
り
し
て
較
敬
す
る
と
次
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

イ
甲
種
点
・
角
筆
点
・
乙
種
点
・
丙
種
点
（
鎌
倉
期
の
も
の
）
　
に
は
各
々
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
が
見
ら
れ
る
が
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
た
さ
れ

て
い
る
の
は
乙
種
点
と
恐
ら
く
角
筆
点
の
二
超
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
表
中
「
声
点
」
と
し
て
掲
げ
た
先
王
が
あ
る
。
こ
の
先
盃
は
声

点
と
と
も
に
本
文
左
傍
に
附
さ
れ
た
双
点
（
‥
）
・
三
点
（
こ
　
の
よ
う
な
点
発
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。
集
声
点
は
各
色
点
の
調
法
と

ー
‘
－

は
か
か
わ
り
な
く
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
小
林
芳
規
先
生
は
全
巻
を
一
度
字
音
託
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
と
設
か
れ
て
い
る
。
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・

）

朱
点
発
は
従
来
機
能
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
先
点
発
は
、
朱
声
点
と
同
様
に
朱
筆
で
全
巻
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
て
い
る

所
か
ら
推
し
て
、
声
点
と
同
一
時
期
に
同
一
人
物
の
手
に
よ
っ
て
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
尚
書
の
学
習
・
訓
読
に
経
典
釈
文
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
先
学
の
御
研
究
に
従
っ
て
、
こ
れ
ら
朱
声
点
・
点
発
と
経
典
釈
文

と
の
関
係
を
検
討
し
、
従
来
機
能
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
朱
点
発
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
朱
声
点
・
点
発
と
経
典
釈
文
と
の
比
較

上
述
の
朱
声
点
・
点
発
を
本
文
に
即
し
て
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
甲
種
点
仮
名
を
片
仮
名
で
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
で
あ

ら
わ
す
）
。

マ
て
は
　
「
挽
韓
反
今
作
東
」
　
（
長
）
　
　
　
な
り

〇
・
済
（
主
河
　
惟
・
沈
互

州
　
（
岩
2
）

す
こ
と
　
　
　
　
に
（
シ
）
て

○
作
　
十
又
三
載
　
（
岩
8
）

（
有
）
　
‥

こ
の
よ
う
に
朱
声
点
・
点
発
の
施
さ
れ
た
「
済
」
　
「
洗
」
　
「
載
」
　
の
諸
字
を
宋
刊
本
系
の
遺
志
堂
本
経
典
釈
文
に
求
め
る
と
、
各
々
次
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。

○
済
詣
反

○
充
離
韓

〇
十
有
三
載
舘
解
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こ
の
他
に
も
朱
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
た
字
句
が
通
志
望
本
経
典
釈
文
に
大
字
で
抽
出
さ
れ
る
被
注
字
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か

を
調
査
す
る
と
次
の
よ
う
な
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
字
体
は
十
三
経
注
疏
本
の
本
文
字
体
に
よ
り
、
割
注
は
〔
　
〕
に
括
っ
て
掲

げ
る
）
。

‘

．

＿

l

　

一

　

l

l

l

l

l

 

I

〇
九
河
班
道
（
岩
3
）

○
雷
夏
旺
澤
召
狙
合
同
〇
石
3
）

〇
三
江
既
入
霞
澤
旺
定
〔
貫
澤
呉
南
大
湖
名
言
三
江
己
入
致
定
為
栗
澤
〕
　
（
岩
か
）

0
既
草
惟
夫
原
木
惟
喬
〔
少
長
日
天
喬
高
也
〕
　
（
岩
3
1
）

右
の
用
例
で
右
傍
に
二
重
線
を
附
し
た
も
の
は
朱
声
占
∵
点
発
が
施
さ
れ
、
か
つ
経
典
釈
文
に
記
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
重
線
を
附

し
た
も
の
は
朱
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
て
は
い
る
が
経
典
釈
文
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
道
」
　
「
雷
」
　
「
合
」
　
の
よ
う

に
、
集
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
て
い
て
も
経
典
釈
文
に
記
載
さ
れ
な
い
例
も
あ
る
が
、
概
し
て
朱
声
点
・
点
発
の
有
無
と
経
典
釈
文
の
記

載
の
有
無
と
が
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
偶
然
に
よ
る
一
致
と
は
考
え
難
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
朱

声
点
・
点
発
の
有
無
と
、
遺
志
堂
本
経
典
釈
文
に
お
け
る
被
注
字
掲
出
の
有
無
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

へ
8
｝

次
頁
に
掲
げ
る
表
（
I
）
が
尚
書
各
扇
毎
の
用
例
数
と
そ
の
比
率
で
あ
る
（
表
中
上
段
が
用
例
数
、
下
段
括
弧
内
が
比
率
）
。

表
中
、
経
典
釈
文
に
被
注
字
と
し
て
掲
出
記
載
さ
れ
、
か
つ
朱
声
占
∵
点
発
が
施
さ
れ
る
（
A
）
例
は
一
〇
五
〇
例
。
経
典
釈
文
に
被

注
字
と
し
て
掲
出
記
載
さ
れ
ず
、
朱
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
る
（
B
）
例
は
一
〇
六
九
例
。
経
典
釈
文
に
被
注
字
と
し
て
掲
出
記
載
さ
れ

て
い
て
、
朱
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
な
い
（
C
）
例
は
一
八
四
例
と
な
っ
て
い
る
。
総
計
二
三
〇
三
例
に
対
す
る
割
合
は
、

（
A
）
例
　
　
四
五
・
六
％

（
B
）
例
　
　
四
六
・
四
％

（
C
）
例
　
　
　
八
・
〇
％
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と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
い
て
朱
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
た
字
句
と
経
典
釈
文
に
被

注
字
と
し
て
掲
出
記
載
さ
れ
た
字
句
と
の
一
致
率
は
、
さ
程
高
い
と
は
言
え
ず
、
朱
声
点
・
点
発
と
の
関
係
を
積
極
的
に
裏
付
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
裏
で
の
調
査
が
、
経
典
釈
文
の
所
謂
「
巻
音
義
」
と
い
う
性
格
を
考
慮
し
て
、
経
典
釈

文
に
お
け
る
掲
出
頂
位
と
古
文
尚
書
本
文
に
お
け
る
出
現
位
置
と
が
正
に
対
応
す
る
も
の
の
み
を
採
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
故
の
一
致
率

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

経
典
釈
文
の
注
記
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
鴎
貢
か
ら
挙
例
す
る
）
。

○
済
完
反
　
　
○
導
電

○
複
髭
詣
扶

○
項
轟
鴇
詔
梱
詣
頒

○
行
監
反

そ
れ
ぞ
れ
に
「
下
同
」
　
「
注
同
」
　
「
後
同
」
　
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
各
々
が
古
文
尚
書
本
文
と
対
応
す
る
の
は
次
表
の
上
段
に
掲
げ

る
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
下
同
」
　
「
注
同
」
　
「
後
同
」
　
の
注
記
が
示
す
の
は
古
文
尚
書
本
文
に
お
い
て
後
出
す
る
字
句
、
孔
伝

の
注
記
中
の
字
句
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
次
表
下
段
に
掲
げ
る
例
は
「
下
同
」
　
「
注
同
」
　
「
後
同
」
に
対
応
す
る

（9）

も
の
で
あ
る
と
し
て
経
典
釈
文
に
一
致
す
る
（
A
）
例
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

°°「°

掲

済遺食害被

へへ～ 上表（去 〉〉兼
〉
） 出

河

（
山

（
九

．
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九

対

応

例石
－

t
2

〉
オ

6

）

‾
ォ

6

〉

’
済

’
這

’
被

「
下

同

（（（ 上去去
〉））

（
岩

10

〈
九

．

ウ

6

（
九

．
〉－°

一 ．

控

‾ォ

4

注

．

五

ォ

2

．

オ

7

注

）
（
上－

五 」
）

（
九

二
ォ

8

．

オ

4

．

「
注

同

°
一

五 」

四

ゥ

7

ニ
ゥ

4

オ

6

〉

「
後

同
）° 」

＝ 対

応

例

ーウ

6

’
四

オ

6

．
四

ウ

3

’
四



003

．
行
妄
）
（
九
・
五
ウ
8
）

「
扶
扮
」
（
朱
）

．
墳
・
転
一
（
岩
6
）

．
行
（
去
）
（
九
・
六
オ
ー
注
）

。
墳
（
去
）
　
（
岩
6
注
）

）原てーレつに発点点声朱るけおこ蔚期・
中
安平書・

尚
文古

経
典
釈
文
が
こ
の
よ
う
に
古
文
尚
書
本
文
の
初
出
の
字
句
を
採
上
げ
て
注
を
附
し
、
そ
れ
以
降
に
出
現
す
る
字
句
に
対
し
て
は
「
下
同
」

「
注
同
」
　
「
後
同
」
の
よ
う
な
注
記
を
も
っ
て
省
略
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
今
少
し
押
し
広
げ
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
「
下
同
」
　
「
注

同
」
　
「
後
同
」
　
の
よ
う
な
注
記
が
な
く
と
も
古
文
尚
書
本
文
の
後
出
字
句
と
経
典
釈
文
と
が
対
応
す
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

（10）

あ
る
。
又
、
現
存
す
る
敦
焙
本
尚
書
釈
文
の
う
ち
舜
典
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
「
下
同
」
　
「
注
同
」
　
「
後
同
」
の
如
き
注
記
に
つ
い
て
通

志
堂
本
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
「
下
同
」
　
「
注
同
」
等
の
注
記
の
削
除
、
「
下
同
」
　
「
注
同
」
等
の
注
記
を
有
す
る
条
文
の
削
除
が

見
出
さ
れ
る
。

大吉短適卒女

敦

榎

本

辟子平

稗所紀丁子音
亦景力歴他汝
反反反反反後
死
刑

過
也
諌
也
下l
剛

終
也

皆
同

也
下刊
矧

釘
同l
酎
剛

後
皆
同

大吉短
（（（

通

志

望

本

辟無無無
シシシ

稗所紀）））
亦景力
反反反
死
刑
也

従
っ
て
次
表
下
段
に
掲
げ
る
古
文
尚
書
本
文
の
後
出
字
句
で
、
朱
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
、
経
典
釈
文
に
は
拉
注
字
と
し
て
掲
出
記
載
さ
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れ
な
い
（
B
例
に
含
め
て
い
た
）
例
の
如
き
は
、
尚
書
本
文
の
先
出
字
句
と
経
典
釈
文
と
の
対
応
に
連
動
し
て
、
或
い
は
通
志
望
本
経
典

釈
文
に
お
け
る
「
下
同
」
　
「
注
同
」
等
の
注
記
の
削
除
と
し
て
、
経
典
釈
文
と
一
致
す
る
（
A
）
例
と
し
て
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。

°「「° 古
文筐音

七漆「七
天
曽深漬蛮

〈上J
（．

」
（
反
」°

（平へ去 尚
〉墨

＿
（入
）
失
）麺軽〉

） 書
先

〈（ 岩
（（（

岩 出
ウ
＿

岩岩岩001 字
注80121〉 句
〉））〉

筐漆潔漬蛮
通
志方青天必魚

尾七替人世 笠
反反反反 本

篇 経
韻 典
作 釈
他 文

．
A
口反

’
笹

’
筐漆潔漬

’
重

古
（（（（ 上上°°平去
））（人へ入軽．

）
（
岩（九

）

（

｝

（

右
傍
双

（九
文
尚

9°九岩点
）° 書

°一°01
（一 後

9ウニ注岩ウ 出
注1オ〉茄3 字

▼）5）） 句
61）

’
26

’
35
）

更
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
通
志
宝
木
経
典
釈
文
に
掲
出
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
音

注
・
義
注
・
字
体
注
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。

O
．
嬉
（
去
）
　
　
　
（
九
・
五
ウ
8
）

「
L
巨
」
【
墨
）

「
古
橋
字
」
（
墨
）

○
蘭

（
九
・
六
オ
7
）
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こ
れ
ら
は
、
先
の
沼
本
博
士
の
説
に
よ
っ
て
、
唐
抄
本
系
の
経
典
釈
文
に
は
掲
出
記
載
さ
れ
て
お
り
、
通
志
望
本
経
典
釈
文
で
削
除
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
右
の
よ
う
な
例
も
経
典
釈
文
と
一
致
す
る
（
A
）
例
と
し
て
処
理
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
操
作
を
行
っ
た
上
で
改
め
て
朱
声
点
・
点
発
の
有
無
と
経
典
釈
文
に
お
け
る
被
注
字
掲
出
の
有
無
と
の
関
係
を
調
査
す

る
と
、
表
（
I
）
　
は
次
頁
の
表
（
H
）
　
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

各
篇
毎
に
用
例
数
・
比
率
の
上
で
多
少
の
出
入
が
あ
る
が
平
均
値
で
は
、

（
A
）
　
五
八
・
一
％

（
B
）
　
三
三
・
九
％

（
C
）
　
　
八
・
〇
％

と
な
っ
て
お
り
、
表
（
I
）
に
比
し
て
（
A
）
　
の
比
率
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。
（
B
）
　
の
比
率
は
（
A
）
を
下
回
る
と
言
っ
て
も
、
三
三
・

九
％
と
い
う
数
字
は
決
し
て
低
い
も
の
で
は
な
い
。
先
に
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
書
入
れ
ら
れ
た
音
注
・
義
注
・
字
体
注
は
唐
抄
本
系

経
典
釈
文
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
表
（
I
）
　
（
B
）
煩
の
中
か
ら
（
A
）
煩
の
中
に
算
入
す
る
手
続
き
を
と
っ
た
例

が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
書
入
れ
ら
れ
た
音
注
・
義
注
・
字
体
注
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
以
外
に
も
、
な
お
多
く

の
被
注
字
・
注
記
が
通
志
堂
本
経
典
釈
文
で
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
（
B
）
煩
は
唐
抄
本
系
の
経
典
釈
文
に
は
存
し
、
通

志
堂
本
で
は
削
除
さ
れ
た
条
文
と
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

現
存
す
る
唐
抄
本
系
尚
書
釈
文
は
尭
典
後
半
部
と
舜
典
と
か
ら
な
る
敦
焙
出
土
の
残
巻
の
み
で
あ
る
。
舜
典
を
取
上
げ
て
、
大
字
で
拇

（u）

出
さ
れ
る
本
文
被
注
字
の
有
無
を
敦
堤
本
と
通
志
望
本
で
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

④
　
敦
煙
本
・
通
志
望
本
共
通
に
存
す
る
も
の

⑤
　
敦
蝮
本
に
存
し
て
道
志
宝
木
に
存
し
な
い
も
の

㊤
　
敦
堤
本
に
存
せ
ず
通
志
堂
本
に
存
す
る
も
の

一
一
九
例
（
五
一
・
三
％
）

一
一
〇
例
（
四
七
・
四
％
）

三
例
（
一
・
三
％
）
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こ
の
比
較
は
注
記
を
無
視
し
て
単
純
に
大
字
で
掲
出
さ
れ
る
被
注
字
の
み
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
問
題
も
残
る
が
、
大
よ
そ
表

（
H
）
　
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
比
率
に
近
い
線
が
出
て
い
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
施
さ
れ
た
朱
声
点
・
点
発
は
経
典
釈
文
（
唐
抄
本
系
）
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い

う
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
表
（
H
）
　
に
お
け
る
不
一
致
例
（
B
）
　
（
C
）
煩
は
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
と
通
志
堂
本
経

典
釈
文
と
の
間
の
削
除
・
増
補
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
施
さ
れ
た
朱
声
点
・
点
発
と
経
典
釈
文
と
の
関
係

を
否
定
す
る
例
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
（
C
）
類
の
中
に
は
、

「
L
恭
」
（
墨
）

○
供
（
九
・
六
オ
3
）
　
供
辟
（
通
志
望
本
経
典
釈
文
）

の
よ
う
な
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
（
C
）
煩
は
通
志
堂
本
経
典
釈
文
で
増
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
右
の
例
は
墨
筆

書
入
れ
音
注
「
L
恭
」
と
通
志
望
本
の
音
注
「
音
恭
」
　
と
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
通
志
望
本
の
増
補
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
唐
抄
本

系
経
典
釈
文
に
も
掲
出
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
俄
か
に
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
右
の
例
の
よ
う
に
経
典

釈
文
（
唐
抄
本
系
）
　
に
掲
出
記
載
さ
れ
て
い
て
も
朱
声
点
・
点
発
が
施
さ
れ
な
い
例
が
（
C
）
煩
の
中
に
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三
、
朱
声
点
に
つ
い
て

（ほ）

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
朱
声
点
は
、
沼
本
克
明
博
士
に
よ
る
と
次
貢
の
図
に
掲
げ
る
よ
う
に
A
～
H
の
各
位
匿
に
施
さ
れ
る
。
そ
の

上
に
私
に
I
の
位
置
に
施
さ
れ
る
例
を
認
め
て
補
う
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
や
や
内
側
に
ず
れ
て
施
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
更
に
上
下
の
ず

れ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
多
い
。
従
っ
て
A
～
I
ま
で
の
位
置
認
定
の
上
で
微
妙
な
例
が
多
い
。
又
、
甲
種
点
の
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
や
丙
種

点
の
朱
筆
と
の
重
な
り
等
、
覆
製
本
で
は
識
別
し
に
く
い
例
も
多
い
。
こ
の
朱
声
点
と
声
調
と
に
つ
い
て
沼
本
博
士
の
詳
細
な
御
研
究
が
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「

A

G

（13）

あ
り
、
本
声
点
が
五
戸
体
系
で
差
声
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
声

調
体
系
に
関
す
る
検
討
は
行
わ
ず
、
経
典
釈
文
と
朱
声
点
と
の
関
係
と
い
う
観
点
で
考
察
を
進
め
る
。

さ
て
、
経
典
釈
文
の
注
記
に
は
音
注
・
義
注
・
本
文
の
異
同
を
含
め
た
字
体
注
（
以
下
字
体
注
と

略
称
す
る
）
が
あ
る
。
前
節
に
検
討
し
た
如
く
に
、
経
典
釈
文
と
朱
声
点
・
点
発
が
密
接
な
関
係
を

有
す
る
と
す
れ
ば
、
朱
声
点
は
経
典
釈
文
の
注
記
の
う
ち
音
注
と
関
係
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
い

う
予
測
が
立
つ
。
そ
こ
で
、
表
（
n
こ
　
で
分
類
し
た
（
A
）
頬
に
つ
い
て
経
典
釈
文
の
音
注
と
朱
声

34

B
　
　
　
　
　
　
　
点
と
の
対
応
を
調
査
し
た
も
の
が
次
頁
に
掲
げ
る
表
（
Ⅲ
）
　
で
あ
る
。

表
（
m
）
に
よ
る
と
、
経
典
釈
文
の
音
注
と
朱
声
点
が
実
に
よ
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
問
題
と
す
べ
き
も
の
は
（
②
）
　
（
③
）

の
煩
で
あ
る
。
こ
れ
は
（
②
）
の
煩
が
通
志
望
本
で
音
注
を
削
除
し
た
も
の
、
（
③
）
が
通
志
堂
本
で
音
注
を
増
補
し
た
も
の
と
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
敦
塩
本
経
典
釈
文
と
通
志
望
本
経
典
釈
文
と
の
音
注
の
有
無
を
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
に
大
字
で
掲
出
さ
れ

る
本
文
被
注
字
が
見
出
さ
れ
る
一
一
九
例
の
う
ち
、

○
通
志
堂
本
で
音
注
が
削
除
さ
れ
る
も
の
　
　
四
例
（
三
・
四
％
）

○
通
志
堂
本
で
音
注
が
増
補
さ
れ
る
も
の
一
〇
例
（
八
・
四
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
比
率
に
差
異
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
蔦
毎
の
差
異
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
存
在
は
表
（
m
）
と
ほ
ぼ
同
じ
様

相
を
呈
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
朱
声
点
は
経
典
釈
文
の
音
注
に
ほ
ぼ
対
応
す
る

よ
う
に
施
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
朱
声
点
の
位
置
に
注
目
し
て
経
典
釈
文
の
注
記
と
の
対
応
を
子
細
に
検
討
す
る
な
ら
は
、
（
⑧
）
類
の
中
に
は
単
に
通
志
望

本
で
の
削
除
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
例
が
存
し
、
そ
の
朱
声
点
が
G
・
H
・
I
の
位
置
に
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
次
に
掲
げ
る
（
印
刷
の
都
合
で
朱
声
点
の
位
置
を
G
・
H
等
と
い
う
符
号
を
以
て
括
弧
内
に
表
示
し
、
下
段
に
は
韻
鏡
に
よ
っ
て
当
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お 0 0 23
革
命 9 0 0 8

高
宗
形
日

計

音
注

・
朱
声
点

と
も
に
な
し

③ ② ①
音

注

と

声

点

の

関

係

経
典
釈
文

に
音

注
ぁ
り

束
声
点

な
し

経
典
釈
文

に
音
注

な
し

朱
声
点

ぁ
り

経
典
釈
文

に
音

注
ぁ
り

朱
声
点

ぁ
り

41 0 2 11
君

牙
6 0 2 4

西
伯
椒
黎

71 0 2 5
間
命 劇 0 2 4

教

子

的 0 00 即
呂
刑 お 0 ‾、V ㌘

泰
誓

上
762 2 5 餌

謁
頁

2 0 2 91

文
侯
之
命

巴 0 0 空

春
着

中
6 0 3 21

甘
苦

亜 0 現
費
昔 幻 0 0 釦

春
着
下
馳 2 7 認

五
千
之
歌

お 0 0 お
秦
誓 溺 0 お

牧

誓 融 0 4 73
胤
征

皿

鵬 ∽

7

）50

6

）

7

7．、）

必

用9

＜
計

＞

お 2 3 釘 武
成
試 0 5

湯

誓

訂 0 3 74
酒
詰 公 0 5 幻

伸
也
之
詰

棚 0 0 亜
梓
材 95 3 25

盤
庚

上

朋 0 2 4
召
詰 封 0 幻

盤
庚

申

6 0 0 54．．＿

君

火
2 0 0 却

盤
庚
下

3 0 0 31

察
仲
之
命

測 0 1 幻

説
命
上

3 0 0 測
多
方 幻 0 バリ 訟

説
命
中

芯 0 1 飢
立
政 加 0 り

＿
61

説
命

下
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該
字
の
声
調
を
掲
げ
る
）
。

⑦
九

⑦
准

⑳
三

㊤
震

㊥
九

⑳
江潜

⑳
郎

②
八 古

文

へ＝（
〈A（

（粁（
（H〈

（I（
（G（

字
」
（H（

遷
〈 ｝河岩

3
〉E岩
缶

〉江岩
か

こ
棒
岩
田
）江岩
40

）柁漠九

．
（墨
｝
）南九

．
百
）
九

． へH〉（G）へG）（H）（A）篇ー（A二一 尚ー〉）〉｝）））オカ〉オ二
9
月＿

6オ 書
）〉5

）

九准三霞九江終八
経

典

釈

文

（

河夷江澤江柁商運
〔盤

〔
之

〔
東為

〔〔
嘉歯嘉江十江潜

〔
肺

〔 徒八鄭水車レし］東呉尋靡江靡八里劉漠終〕八
駁扁云本昭行江都陽江張江日始款〔

南選
一津准亦云七井太地五須四秒干以四山之
太九水虜謂十松湖記日元日捏都鳥水名書
史出之作呉里江〕云五八四稼烏江陵湖名漢史
二子l一五
馬雅民夷江三．三日六園江日、千九或地見
煩〕也二鑓江江鳥目云五度江水作理四 注
三馬

＿
水唐

．
ロ〕白

、
源
．
一日江口入潜志〕 文

石目夢一 〔

〕
釜准〕浦LrL］二七三拝差干魚漢名
四人日日里．「コフ 胡二江海鮮廉江六水落也〕一 内
蘇水也烏江江二日脹研〕三 ）
五名呉婁三八日白短太秦
簡孔地江日日五烏或康記
六倍記東烏慨調

ハ
江百地云

潔云云南江江江七里記又
七准松入四九三日或目名
鈎夷江海自日日菌五九地

九河准夷三江震澤九江江柁漠終南遷
韻

鏡

上
土
平
士
平
台
平
士
平
士
平
士

去
士
人
士
上
土
平
士

平
士
平
士
去
士

平
士
平
出
平
士 PPPPPPPPPPPPPPPP

清濁濁清酒清酒清清濁清清次
濁濁清
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⑳
王
（
H
）
若
喜

（
九
・
一
七
オ
3
）

㊥
妹
喜
邦
（
B
カ
）

（
九
・
一
七
オ
3
）

⑳
清
（
里
問
（
D
）

（
岩
山
＄
）

◎
倍
（
D
カ
）
差
（
H
）

（
岩
会
堂

㊤
皇
（
G
）
帝
（
D
）

（
岩
g
¢
）

王
若
〔
馬
本
作
成
王
君
自
注
云
吉
成
王
者
未
聞
也
俗
信
以
馬

成
王
骨
節
始
成
故
日
成
王
或
日
以
成
王
焉
少
成
二
聖
之

功
生
班
日
成
没
国
鳥
謡
荷
買
以
鳥
戒
成
康
叔
以
憤
酒
成

就
人
之
道
也
故
日
成
此
三
者
吾
無
取
焉
吾
以
岳
後
錬
書

老
加
之
未
敢
専
従
故
日
未
聞
也
〕

妹
邦
〔
馬
云
妹
邦
即
牧
義
之
地
〕

清
問
〔
馬
云
活
計
也
〕

倍
差
〔
側
加
反
下
同
侍
云
五
百
鐘
也
馬
云
倍
二
百
焉
四
百
差

者
又
加
四
百
之
三
分
之
一
凡
五
百
三
十
二
鐘
三
分
錠
之

一
也
〕

君
帝
〔
君
宜
作
皇
字
帝
尭
也
〕

妹邦清問倍差

平
声
清
濁

上
声
清
濁

入
声

去
声
平
声
清

平
声
次
清

去
声
上
声
濁

平
声
次
活

皇
　
平
声
濁

帝
　
去
声

こ
れ
ら
の
用
例
と
韻
鏡
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
声
調
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
用
例
の
㊥
～
㊤
に
つ
い
て
は
所
謂
「
ず
れ
」
と
し
て
処
理

で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
㊥
「
妹
」
中
央
H
点
は
去
声
点
の
ず
れ
。
「
邦
」
字
左
中
央
よ
り
内
側
の
点
は
平
声
軽
点
。
⑳

「
清
」
中
央
H
点
は
平
声
軽
点
の
ず
れ
。
⑦
「
倍
」
は
去
声
点
が
や
や
内
側
に
ず
れ
た
も
の
。
「
差
」
中
央
H
点
は
平
声
軽
点
が
ず
れ
た

も
の
。
㊤
「
皇
」
中
央
下
G
点
は
平
声
重
点
の
ず
れ
。
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
⑦
～
⑳
の
語
例
に
適
用
し
て
「
ず
れ
」
で
あ

る
と
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
⑦
「
九
河
」
の
例
、
㊤
「
霞
渾
」
㊦
「
王
君
」
の
例
の
よ
う
に
異

な
る
声
調
で
あ
る
二
字
に
お
い
て
、
中
央
H
点
が
全
く
同
じ
よ
う
に
施
さ
れ
て
い
る
も
の
を
「
ず
れ
」
と
し
て
処
理
し
て
し
ま
う
こ
と
は

無
理
で
あ
ろ
う
。
又
、
⑳
「
佗
」
字
に
は
中
央
下
G
点
の
他
に
平
声
重
点
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
不
自
然
さ
が
あ
り
、
同
じ
く
⑳
「
漠
」
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字
中
央
下
G
点
を
去
声
点
の
ず
れ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
最
早
声
点
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
え
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
沼
本
博
士
は
特
に
H
点
に
つ
い
て
、
ず
れ
、
破
音
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
他
、
何
ら
か
の
注
意
点
と
し
て
加
え
ら
れ
た

｛．1）

も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
、
こ
れ
ら
を
経
典
釈
文
と
の
関
係
と
い
う
目
で
経
典
釈
文
の
注
記
と
あ
わ
せ
て
見

る
と
、
経
典
釈
文
の
固
有
名
詞
に
対
し
て
長
日
に
注
さ
れ
る
注
記
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
⑦
～
⑳
の
例
が

そ
れ
に
当
る
。
⑳
は
固
有
名
詞
で
は
な
い
が
経
典
釈
文
の
注
記
の
長
さ
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
所
謂
「
ず
れ
」
と
し
て
ど
こ
ま
で
の

範
囲
を
認
め
る
の
か
と
い
う
問
題
と
か
か
わ
っ
て
、
こ
れ
ら
中
央
寄
り
の
G
・
H
・
I
の
点
を
即
座
に
経
典
釈
文
の
固
有
名
詞
に
対
し
て

注
さ
れ
た
記
述
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
注
意
点
或
い
は
注
示
符
の
横
位
を
考
え
る
と
す
れ
ば
経
典
釈
文
の
注
記
と
の
関
係

を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
注
意
点
（
注
示
符
）
　
で
あ
る
と
し
て
も
、
G
・
H
・
I
の
三
者
が

各
々
別
の
機
能
を
有
し
て
い
る
の
か
、
或
い
は
全
く
同
じ
機
能
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
回
答
を
持
た
な
い
所
で
あ
る
。
今
後

更
に
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

四
、
朱
点
発
に
　
つ
　
い
　
て

74

前
節
ま
で
に
経
典
釈
文
の
三
種
類
の
注
、
す
な
わ
ち
音
注
・
義
注
・
字
体
注
（
本
文
字
句
の
異
同
を
含
む
）
　
の
う
ち
、
昔
注
と
朱
声
点

と
の
関
係
を
検
討
し
、
固
有
名
詞
に
対
し
て
注
さ
れ
た
長
日
の
注
記
（
義
注
）
と
文
字
中
央
寄
り
に
偏
さ
れ
た
注
意
点
（
注
示
符
）
と
の

関
係
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
も
し
こ
れ
が
首
肯
さ
れ
る
な
ら
ば
、
朱
点
発
は
経
典
釈
文
の
字
体
注
と
の
関
係
に
お
い
て
把
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
逆
に
朱
点
発
と
経
典
釈
文
の
字
体
注
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
注
意
点
（
注
示
符
）

と
経
典
釈
文
の
義
注
と
の
関
係
も
想
定
し
易
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
従
来
機
能
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
朱
点
発
の
機
能
に
つ
い
て
経

典
釈
文
の
字
体
注
と
の
か
か
わ
り
合
い
と
い
う
観
点
で
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
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A
T

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
施
さ
れ
た
朱
点
発
（
双
占
∵
三
点
）
　
は
総
計
二
〇
七
例
で
あ
る
。
又
、
通
志
望
本
経
典
釈
文
に
お
い
て
字
体

注
を
有
す
る
大
字
で
掲
出
さ
れ
た
被
注
字
は
総
計
一
〇
四
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
関
係
を
調
査
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

）原（てしつに発点点声朱るけおに点期中安平事尚文古

（
経
典
釈
文
）

④
　
字
体
注
あ
り

⑥
　
字
体
注
あ
り

◎
　
字
体
往
な
し

④
　
（
被
注
字
）
な
し

（
平
安
中
期
点
点
発
）

あ
り

な
し

あ
り

あ
り

（
例
　
数
）

七
五
二
九
六
二
七
〇

（％）

三
一
・
八

一
二
二
二

二
六
二
二

二
九
・
七

字
体
注
に
つ
い
て
敦
堤
本
尚
書
釈
文
（
舜
典
）
と
遺
志
堂
本
と
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
但
し
「
古
文
O
L
　
「
古
○
字
」
　
の

如
き
古
文
に
関
す
る
注
は
除
き
、
注
字
・
被
注
字
の
字
体
の
異
同
は
考
慮
し
な
い
）
。

（
敦
　
堤
　
本
）

⑧
　
字
体
注
あ
り

⑧
　
字
体
注
な
し

◎
　
字
体
注
あ
り

⑧
　
字
体
注
あ
り

（
通
志
堂
本
）

字
体
注
あ
り

字
体
注
あ
り

字
体
注
な
し

（
被
注
字
）
な
し

四〇
一
六
二
〇

（％）

一
〇
・
〇

〇
四
〇
・
〇

五
〇
・
〇

朱
点
発
と
経
典
釈
文
字
体
注
の
両
者
が
存
す
る
④
例
が
最
も
多
い
が
、
朱
点
発
が
存
し
て
経
典
釈
文
字
体
注
が
な
い
も
の
（
◎
例
）
、

朱
点
発
が
存
し
て
経
典
釈
文
被
注
字
そ
の
も
の
が
な
い
も
の
（
④
例
）
も
各
々
二
六
二
二
％
、
二
九
・
七
％
と
多
い
。
こ
れ
は
敦
塩
本
に

存
し
た
字
体
注
を
通
志
望
本
で
削
除
し
た
⑦
、
敦
塩
本
に
存
し
た
字
体
注
を
含
む
被
注
字
そ
の
も
の
を
通
志
望
本
で
削
除
し
た
㊤
の
例
が
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各
々
四
〇
％
、
五
〇
％
と
高
比
率
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
通
志
望
本
経
典
釈
文
に
字
体
注
が
あ
り
、
朱
点
発
が

な
い
⑤
例
が
二
九
例
二
二
二
二
％
）
あ
る
の
に
対
し
①
の
例
、
つ
ま
り
敦
榎
本
で
は
字
体
注
が
な
く
通
志
生
木
に
字
体
注
を
有
す
る
例

（
換
言
す
れ
ば
通
志
望
本
に
お
け
る
増
補
の
例
）
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
問
題
に
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
字
体
に
関
し
て

●
●

は
敦
塩
本
経
典
釈
文
が
古
文
で
書
か
れ
た
古
文
尚
書
を
も
と
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
通
志
堂
本
は
楷
書
体
（
今
文
）
　
で
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
大
き
な
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
用
例
数
・
比
率
だ
け
の
検
討
で
は
朱
点
発
と
字
体
注
と
の
関
係
を
論
ず
る

に
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
④
～
④
の
各
用
例
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

尚
書
本
文
に
お
け
る
失
点
発
が
施
さ
れ
た
漢
字
字
体
と
経
典
釈
文
の
大
字
で
掲
出
さ
れ
た
被
注
字
字
体
、
注
記
中
の
字
体
と
の
関
係
を

分
炉
す
る
と
次
の
三
煩
と
な
る
。

（
第
一
頬
）

尚
書
本
文
字
体
と
釈
文
被
注
字
字
体
が
一
致
。

尚
書
本
文
字
体
と
釈
文
注
記
中
字
体
が
不
一
致
。

（
第
二
煩
）

尚
書
本
文
字
体
と
釈
文
被
注
字
字
体
が
不
一
致
。

尚
書
本
文
字
体
と
釈
文
注
記
中
字
体
が
一
致
。

（
第
三
頸
）

尚
書
本
文
字
体
と
釈
文
被
注
字
字
体
が
不
一
致
。

尚
書
本
文
字
体
と
釈
文
注
記
中
字
体
が
不
一
致
。

こ
の
三
類
に
分
ち
、
⑧
の
例
を
次
に
掲
げ
る
（
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
点
発
以
外
の
訓
点
は
省
略
す
る
）
。

八
双
点
の
例
）
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第
一
類
（
五
二
例
）
　
　
（
古
文
尚
書
）
　
　
（
経
典
釈
文
）

本
文
字
体
　
　
‥
　
被
注
字
字
体

本
文
字
体
≠
注
記
中
字
体

原（てしつに発点点声朱るけおに点期中安平書尚文古

古
　
文
　
尚
　
書

①
潮
（
岩
竺

②
噸
（
岩
竺

③
懐
（
九
・
一
オ
5
）

④
雲
（
岩
4
1
）

⑤
鮭
（
九
・
九
ウ
8
）

曾
且
（
岩
9
8
）

⑦
酎
（
岩
は
書
）

⑧
惟
十
ナ
…
年
春

（
神
・
一
オ
4
）

⑨
江
柁
潜
．
儲

（
九
・
一
オ
2
）

⑲
鳥
噌
僕
（
岩
彗
翌

典
　
　
　
釈
　
　
　
文

漸
〔
如
字
本
文
作
苗
字
林
才
再
反
草
之
梱
包
豪
也
〕

蝦
〔
蒲
遁
反
徐
扶
堅
反
字
又
作
批
童
昭
薄
迷
反
妊
也
〕

波
〔
如
字
馬
本
作
播
柴
播
渾
名
〕

雲
〔
徐
本
作
云
〕

錐
〔
如
字
或
作
眈
〕

宜
〔
丁
但
反
馬
本
作
畢
音
同
誠
也
〕

酎
〔
況
具
反
以
酒
雷
凶
日
酎
説
文
作
的
云
酒
肴
〕

惟
十
有
三
年
春
〔
或
作
十
有
一
年
後
人
妄
看
序
文
租
改
之
〕

江
柁
潜
漠
〔
四
水
名
本
或
作
潜
干
漠
非
〕

臣
僕
二
本
無
臣
字
〕
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第
二
顆
（
八
例
）
　
　
（
古
文
尚
書
）
　
　
（
経
典
釈
文
）

本
文
字
体
≠
被
注
字
字
体

本
文
字
体
　
‥
　
注
記
中
字
体

観
望
硝
㌣
第
5
注
）
　
益
〔
字
又
作
陰
於
頁
反
〕

⑲
弁
（
岩
糾
）

⑲
郡
（
神
・
七
ウ
1
）

掩
〔
本
又
作
弁
〕

周
召
〔
上
照
反
本
又
作
郡
〕

第
三
類
（
五
例
）
　
　
（
古
文
尚
書
）

（
経
典
釈
文
）

本
文
字
体
＝
≠
＝
被
注
字
字
体

本
文
字
体
≠
注
記
中
字
体

⑲
儀
（
九
・
四
ウ
7
）

⑲
十
余
里

（
九
・
四
ウ
8
注
）
▼

（
上
欄
末
筆
「
敷
」
）

八
三
点
の
例
）

第
一
類
（
五
例
）

溢
〔
字
又
作
駐
於
頁
反
〕
　
（
⑭
ヲ
参
照
）

敷
〔
色
主
反
下
同
一
本
作
十
所
〕
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⑲
総
（
岩
3
7
）

…

⑰
晰
（
九
・
二
ウ
7
）

…

⑲
蒲
（
九
・
三
一
オ
1
）

ニ

第
二
煩
（
三
例
）

総
〔
快
事
反
鄭
本
作
松
松
営
為
総
馬
本
作
均
云
均
平
〕

晰
〔
音
牽
字
又
作
排
山
名
一
名
呉
岳
馬
本
作
開
〕

蒲
〔
如
字
徐
又
扶
各
反
馬
本
作
蒋
〕

⑲
契
（
岩
山
巴
）

…

⑳
傍
（
九
・
二
オ
3
）

－

第
三
類
（
一
例
）

間
〔
九
永
反
字
亦
作
契
〕

偵
〔
本
又
作
休
亦
作
叔
同
尺
六
反
〕

㊧
推
（
岩
1
1
）

H

灘
〔
音
惟
本
亦
作
惟
又
作
維
〕

双
点
の
点
発
の
例
が
第
一
～
三
類
で
合
計
六
五
例
。
三
点
の
点
発
の
例
が
第
一
～
三
煩
で
合
計
九
例
で
あ
る
。
右
に
掲
げ
た
例
の
う
ち

特
に
⑨
⑲
に
注
目
す
る
な
ら
は
、
朱
点
発
と
経
典
釈
文
字
体
注
と
の
関
係
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

⑨
例
で
は
古
文
尚
書
本
文
「
漠
」
字
左
傍
双
点
の
他
に
「
潜
」
字
と
「
漠
」
字
と
の
中
間
左
傍
に
も
双
点
が
施
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
、

経
典
釈
文
の
注
記
に
よ
れ
ば
「
本
或
作
潜
干
漠
非
」
と
あ
り
、
古
文
尚
書
の
或
る
本
に
は
「
潜
」
字
と
「
漠
」
字
と
の
問
に
「
干
」
字
が
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入
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
別
本
本
文
は
誤
り
で
あ
る
と
は
さ
れ
て
い
る
が
、
点
発
は
正
に
別
本
本
文
に
お
け
る
「
干
」

字
の
存
在
を
示
す
注
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
⑲
で
は
「
臣
」
字
が
墨
筆
補
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
左
傍
に
双
点
が
施
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
も
経
典
釈
文
の
注
記
に
よ
れ
ば
「
一
本
無
臣
字
」
と
あ
り
、
別
の
本
に
は
「
臣
」
字
が
無
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

へ
け
－

れ
る
。
つ
ま
り
、
本
文
異
同
に
関
し
て
点
発
が
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
右
に
掲
げ
た
朱
点

発
の
語
例
が
経
典
釈
文
の
字
体
注
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
二
種
類
の
点
発
、
双
点
と
三
点
と
の
差
異
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
右
椙
の
例
か
ら
双
点
は
経
典
釈
文
の
注
記
に
記
さ

れ
る
別
本
の
別
字
体
一
種
と
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
点
は
⑲
㊥
⑳
酌
の
例
の
よ
う
に
経
典
釈
文
に
記
載
さ
れ
る
別

本
の
別
字
体
二
種
と
対
応
す
る
も
の
が
あ
る
。
又
、
⑲
⑩
で
は
別
本
の
別
字
体
は
一
種
で
あ
る
。
全
用
例
数
か
ら
み
る
と
、

三
点
が
別
本
の
別
字
体
二
種
と
対
応
　
　
六
例

三
点
が
別
本
の
別
字
体
一
種
と
対
応
　
　
三
例

と
な
っ
て
お
り
、
朱
点
発
の
双
点
と
三
点
と
の
差
異
を
経
典
釈
文
に
お
け
る
別
本
の
別
字
体
の
数
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
三
点
の
附
さ
れ
た
用
例
が
極
め
て
少
数
で
あ
る
た
め
に
断
言
は
で
き
な
い
。
も
し
こ
れ
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
⑲
⑲
の

よ
う
な
例
は
唐
抄
本
系
の
経
典
釈
文
に
は
二
種
あ
っ
た
字
体
注
を
通
志
望
本
で
一
種
に
削
減
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
四
点
を
も
っ
て
点
発
を
施
し
た
よ
う
に
見
え
る
例
が
一
例
だ
け
あ
る
。

35

㊨
推
定
‥
‥
蝦
珠
　
　
准
夷
〔
鄭
云
湛
水
之
夷
民
也
鳥
云
准
夷
二
水
名
孔
俸
云
推
夷
之
水
本
亦
有
作
推
英
二
水
也
〕

（
岩
班
）

経
典
釈
文
の
注
に
よ
れ
ば
別
本
に
は
「
泄
夷
二
水
」
と
作
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
古
文
尚
書
本
文
の
「
夷
」
字
と
「
輯
」
字
と
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の
問
に
「
二
水
」
の
二
字
が
入
る
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
「
四
点
」
と
見
え
る
こ
の
点
発
は
経
典
釈
文
に

三
種
の
字
体
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
「
二
水
」
の
各
字
を
示
す
双
点
が
並
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
尚
書
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
被
注
字
字
体
、
注
記
中
字
体
と
の
関
係
に
よ
っ
て
分
顕
し
た
三
類
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
用

例
数
の
上
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
双
点
・
三
点
の
場
合
、
共
に
第
一
煩
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
第
二
頬
・
第
三
類
に
つ
い
て
は
古
文
尚
書

平
安
中
期
点
・
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
が
古
文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
通
志
望
本
経
典
釈
文
が
今
文
を
基
に
す
る
た
め
に
字
体
に
改
変
が
施

さ
れ
た
事
か
ら
生
ず
る
結
果
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
⑪
で
は
畢
筆
書
入
れ
の
「
本
作
盗
」
に
よ
っ
て
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
に
あ
っ
て
は

被
注
字
字
体
が
平
安
中
期
点
本
文
字
体
と
同
じ
「
除
」
字
で
あ
り
、
注
記
に
は
「
本
作
溢
」
と
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

又
、
敦
塩
本
尚
書
釈
文
（
舜
典
）
に
「
撃
　
本
又
作
賞
音
至
所
執
也
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
通
志
望
本
に
は
「
賀
　
音
至
本
又
作
撃
」
と

作
る
も
の
が
見
え
、
被
注
字
字
体
と
注
記
中
字
体
と
が
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
と
通
志
望
本
と
で
逆
転
す
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
他

の
例
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
と
同
様
の
事
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
l
に
経
典
釈
文
に
字
体
注
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
朱
点
発
が
施
さ
れ
な
い
⑥
の
諸
例
を
掲
げ
る
。

第
一
煩
（
1
4
例
）

（
古
　
文
　
尚
　
書
）

⑳
堀
（
岩
お
）

⑳
亮
（
岩
宗
は
）

第
二
煩
（
1
0
例
）

（
経
　
　
典
　
　
釈
　
　
文
）

棍
〔
音
昆
美
石
也
馬
本
作
瑠
重
昭
音
質
〕

亮
〔
本
又
作
諒
細
字
又
力
章
反
〕
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◎
放
（
九
・
二
ウ
1
）

⑳
告
〇
石
－
巴
）

第
三
煩
（
5
例
）

赦
〔
亦
作
赦
〕

省
〔
息
井
反
一
本
作
告
〕

㊥
怒
（
岩
－
空
）

㊨
棺
（
九
・
一
九
オ
8
）

哲
〔
本
又
作
曽
〕

扶
〔
書
誌
又
作
逸
亦
作
侠
〕

先
に
字
体
注
記
に
関
し
て
敦
煙
本
と
通
志
望
本
を
比
較
し
た
が
、
そ
の
際
、
通
志
望
本
が
字
体
注
を
増
補
し
た
と
考
え
ら
れ
る
⑤
の
例

は
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
こ
の
⑤
の
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
⑤
の
語
例
総
て
を
通
志
望
本
で
の
増
補
に
か
か
る
例
で
あ

る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
⑤
の
語
例
が
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
唐
抄
本
系
の
経
典
釈
文
に
字
体
注
が

あ
っ
た
と
し
て
も
古
文
尚
喜
平
安
中
期
点
に
お
い
て
は
そ
の
字
体
注
に
対
応
す
る
も
の
総
て
に
失
点
発
を
施
し
た
訳
で
は
な
い
と
考
え
る

（畑）

の
が
穏
当
で
あ
ろ
入
ノ
。
こ
れ
は
朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
音
注
・
字
体
注
・
義
注
の
書
入
れ
注
が
唐
抄
本
系
の
経
典
釈
文
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

る
と
し
て
も
、
経
典
釈
文
に
存
す
る
総
て
の
注
記
を
書
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
又
、
朱
声
点
の
場
合
に
も
唐
抄
本
系
の
経
典
釈
文

に
音
注
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
差
声
さ
れ
な
い
例
が
あ
る
こ
と
と
同
様
に
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
全
体
の

数
か
ら
み
る
と
一
割
強
の
少
数
で
あ
り
、
大
勢
は
忠
実
に
朱
点
発
が
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

◎
の
諸
例
は
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
点
発
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
該
当
す
る
経
典
釈
文
注
記
中
に
は
字
体
注
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
古
　
文
　
尚
　
書
）

⑳
堵
（
岩
3
3
）

（
経
　
典
　
釈
　
文
）

瑠
〔
昔
遥
〕
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⑳
餉
（
九
・
一
五
ウ
5
）
　
　
　
餉
〔
式
亮
反
〕

聴
。
反
一
肇
＝
ヨ
オ
2
　
惰
〔
空
反
説
文
之
二
反
〕

こ
れ
ら
は
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
に
は
存
し
た
で
あ
ろ
う
字
体
注
を
通
志
堂
本
で
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
㊧
の
よ
う
に
墨

筆
書
入
れ
注
記
に
よ
っ
て
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
に
字
体
注
記
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

通
志
望
本
経
典
釈
文
で
は
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
に
存
し
た
大
字
掲
出
の
被
注
字
・
注
記
の
全
部
を
削
除
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
が
④
の
諸
列
で
あ
る
。
今
、
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
も
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
に
お
け
る
字
体
注
と
失
点
発
の
関
係
を
積
極
的
に
論
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
中
に
注
意
し
て
お
き
た
い
例
が
あ
る
。

㊧
乱
掘
十
人

◎
言
‥
用

⑳
亦
非
馬
乱
行

（
泰
誓
中
・
神
・
三
オ
8
）

（
牧
誓
・
神
・
五
ウ
4
）

（
酒
語
・
九
・
一
七
オ
8
注
）

⑳
で
は
墨
筆
補
人
の
「
臣
」
字
に
対
応
す
る
よ
う
に
双
点
の
点
発
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
態
は
正
に
⑥
第
一
頬
⑲
の
形
態
と
合
致
す

る
。
尚
書
本
文
で
は
「
臣
」
字
を
有
す
る
も
の
と
有
き
ぬ
も
の
と
の
二
種
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
⑳
㊧
に
つ
い
て
十
三
経
注
疏
本

の
当
該
箇
所
を
見
る
と
各
々
次
の
よ
う
に
作
る
。

○
言
是
用

○
亦
烏
乱
行

⑳
で
は
「
言
」
字
と
「
用
」
字
の
中
間
左
傍
に
双
点
の
失
点
発
が
施
さ
れ
て
お
り
、
十
三
経
注
疏
本
で
は
そ
の
部
分
に
「
是
」
字
を
有
す
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（17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）

る
の
で
あ
る
。
㊨
で
は
「
非
」
字
左
傍
に
双
点
の
朱
点
発
が
施
さ
れ
、
十
三
経
注
疏
本
で
は
「
非
」
字
を
有
き
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

本
文
に
異
同
が
存
す
る
部
分
に
朱
点
発
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
朱
点
発
が
唐
抄
本
系

の
経
典
釈
文
に
お
け
る
字
体
注
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
直
接
的
な
証
拠
と
は
な
ら
な
い
が
、
一
つ
の
傍
証
と
な
る
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
失
点
発
に
つ
い
て
経
典
釈
文
と
比
較
し
っ
つ
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
従
来
機
能
未
詳
と

さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
朱
点
発
が
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
に
お
け
る
字
体
注
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
お
り
、
本
文
の
異
同
や
別
本
の
別
字
体

を
示
す
撰
能
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
を
試
み
て
き
た
。
こ
こ
で
一
つ
附
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
今
ま
で
述

べ
て
き
た
経
典
釈
文
の
字
体
注
と
は
「
本
又
作
O
L
　
「
或
作
O
L
　
「
馬
本
作
O
L
　
「
険
本
作
O
」
等
の
別
本
の
別
字
体
の
こ
と
で
あ
り
、

唐
抄
本
系
経
典
釈
文
に
多
数
見
ら
れ
、
通
志
堂
本
で
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
「
古
○
字
」
　
「
古
文
O
」
と
い
う
形
の
古
文
に
関
す
る
字
体
注

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
古
文
字
体
に
関
す
る
書
入
れ
注
が
あ
る
。

（
「
○
字
」
型
）
　
（
1
2
例
）

75

由
壇
（
九
，
一
一
オ
7
）

㊨
佃
（
神
・
四
オ
5
）

信
字
（
「
古
○
芝
型
）
　
（
8
例
）

鮎
讐
九
，
六
，
オ
7
）

古
松
字
一

㊧
栗
（
岩
1
5
）

陳
字

⑳
較
（
神
・
七
ウ
7
）

戟
字

⑳
昇
（
九
・
七
オ
3
）

古
視
字

⑲
師
（
九
・
八
ウ
5
）
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右
掲
の
よ
う
に
「
○
字
」
型
と
「
古
○
字
」
型
の
二
種
の
書
入
れ
字
体
注
が
あ
る
が
、
⑳
と
⑳
の
例
か
ら
「
○
字
」
型
は
「
古
○
字
」
型

の
「
古
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
何
等
区
別
の
な
い
注
記
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
の
中
に
は
朱
点
発

の
施
さ
れ
た
⑳
⑳
の
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、
他
に
は
朱
点
発
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
朱
点
発
は
こ
れ
ら
古
文
に
関
す
る
字
体
注
と

は
無
関
係
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
又
、
唐
抄
本
系
の
経
典
釈
文
に
は
古
文
に
関
す
る
注
記
が
多
い
。
も
し
朱
点
発
が
こ
れ
ら
と
関
係
を

有
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
朱
点
発
の
用
例
は
も
っ
と
多
数
に
の
ぼ
る
は
ず
で
あ
る
。

五
、
お
　
わ
　
り
　
に

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
に
お
け
る
朱
声
点
・
点
発
に
つ
い
て
経
典
釈
文
と
比
較
し
っ
つ
、
朱
声
点
と
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
の
音
注
と
の

関
係
、
注
意
点
（
注
示
符
）
と
固
有
名
詞
に
対
す
る
義
注
と
の
関
係
、
失
点
発
と
本
文
の
異
同
、
別
本
の
別
字
体
に
関
す
る
注
と
の
関
係

を
述
べ
て
き
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
朱
声
点
・
点
発
が
唐
抄
本
系
経
典
釈
文
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
唐
抄
本
系

尚
書
釈
文
と
平
安
中
期
点
本
文
と
が
対
応
す
る
部
分
が
現
存
せ
ず
、
相
当
に
改
変
さ
れ
た
道
志
堂
本
尚
書
釈
文
と
の
比
較
を
余
俵
な
く
さ

れ
た
。
か
ゆ
い
所
に
手
の
届
か
ね
も
ど
か
し
さ
を
ど
う
す
る
事
も
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
尚

書
の
学
習
に
お
け
る
経
典
釈
文
の
利
用
と
い
う
従
来
の
研
究
に
対
し
て
、
一
つ
の
例
証
を
増
す
こ
と
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
に
述
べ
た
よ
う
な
経
典
釈
文
の
利
用
が
平
安
中
期
の
経
書
訓
読
・
学
習
の
場
に
お
い
て
他
の
資
料
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
特
に
朱
点
発
の
如
き
機
能
を
有
す
る
符
号
が
他
の
資
料
に
使
用
さ
れ
る
の
か
、
或
い
は
独
り
本
資
料
に
の
み
使
用
さ
れ
る
の
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
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U

J

5

注

（
1
）
　
主
な
論
文
・
著
書
を
掲
げ
る
。
足
利
桁
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
　
（
昭
和
七
年
十
二
月
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
）
。
新
見

保
秀
「
我
国
古
伝
論
語
諸
古
写
本
に
古
人
レ
ら
れ
た
論
語
釈
文
の
性
格
と
価
値
」
　
（
日
本
中
国
学
会
報
第
九
集
、
昭
和
三
十
二
年
十

月
）
。
同
「
我
国
論
語
諸
古
写
本
に
吾
人
レ
ら
れ
た
「
論
語
釈
文
」
中
の
「
一
本
」
と
T
摺
本
」
に
つ
い
て
」
　
（
斯
文
第
二
十
三
号
、

昭
和
三
十
四
年
一
月
）
。
同
「
我
国
古
伝
論
語
古
写
本
に
書
入
ら
れ
た
論
語
釈
文
の
音
韻
学
的
性
格
と
価
値
」
　
（
斯
文
第
二
十
八
号
、

昭
和
三
十
五
年
十
月
）
。
沼
本
克
明
「
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
字
音
注
記
の
出
典
に
つ
い
て
」
　
（
国
語
学
第
七
十
八
集
、
昭
和
四

十
四
年
九
月
、
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
に
再
録
）
。
同
「
中
原
本
論
語
巻
第
四
・
八
に
引
用
さ
れ

た
論
語
釈
文
の
性
格
と
論
語
訓
読
に
於
る
影
響
に
つ
い
て
」
　
（
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
』
昭
和
五
十
五
年
二
月
、
東
京
大
学
出

版
会
）
。
松
本
光
隆
「
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
訓
読
の
方
法
」
　
（
国
語
学
第
百
二
十
八
集
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
）
。

（
2
）
　
沼
本
克
明
、
注
（
1
）
論
文
、
著
書
。

（
3
）
　
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
は
こ
の
覆
製
本
を
も
と
に
し
、
小
林
芳
規
先
生
に
御
貸
与
頂
い
た
移
点
本
を
参
考
に
し
て
行
う
。
な

お
、
用
例
掲
出
に
当
っ
て
、
岩
崎
本
・
九
条
本
・
神
田
本
を
各
々
　
「
岩
」
　
「
九
」
　
「
神
」
と
略
記
す
る
。

（
4
）
　
吉
澤
義
則
「
尚
書
及
ひ
日
本
書
記
古
抄
本
に
加
へ
ら
れ
た
る
乎
古
止
点
に
就
て
」
　
（
岩
崎
本
覆
製
本
附
載
、
大
正
八
年
三
月
）
。

（
5
）
　
昭
和
六
十
・
六
十
一
年
度
広
島
大
学
大
学
院
の
御
授
業
に
お
け
る
資
料
を
も
と
に
し
て
、
私
に
若
干
手
を
入
れ
た
。

（
6
）
　
『
桝
陸
相
矩
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
二
八
頁
。

（
7
）
　
石
塚
晴
通
氏
は
「
岩
崎
本
古
文
尚
書
・
毛
詩
の
訓
点
」
　
（
東
洋
文
庫
書
報
第
十
五
号
・
昭
和
五
十
九
年
三
月
）
　
の
中
で
「
漢
字
の

左
傍
の
朱
点
は
『
経
典
釈
文
』
と
の
対
応
…
…
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
」
と
説
か
れ
る
。

（
8
）
　
用
例
の
算
出
に
当
っ
て
便
宜
的
に
次
の
よ
う
な
操
作
を
行
っ
た
た
め
に
、
実
際
の
朱
声
点
・
点
発
の
数
よ
り
数
値
が
若
干
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
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○
准
・
（
平
）
　
E
・
〒
中
央
）
一
壊
珠
（
岩
竺

〇
・
九
（
上
中
央
）
江
・
（
平
）
　
（
岩
竺

等
の
例
を
各
々
一
例
と
し
て
算
出
す
る
。

（
9
）
　
表
中
「
道
」
　
に
つ
い
て
、
十
三
経
注
疏
本
、
通
志
堂
本
経
典
釈
文
と
も
に
「
導
」
　
に
作
る
。
字
体
の
問
題
が
あ
る
が
今
は
古
文
尚

書
に
従
っ
て
「
道
」
　
で
掲
げ
、
対
応
例
と
し
て
扱
う
。
又
、
九
条
本
三
オ
8
の
「
道
」
に
は
去
声
点
の
他
に
、
去
声
よ
り
や
や
下
に

ず
れ
る
位
置
に
朱
星
点
が
あ
る
。
こ
れ
も
去
声
点
と
見
る
か
、
或
い
は
ヲ
コ
ト
点
「
を
」
と
解
す
る
べ
き
か
未
詳
。

（
1
0
）
　
洒
芥
桜
秘
笈
第
四
集
所
収
。
．

（
1
1
）
　
敦
堤
本
と
通
志
望
本
と
の
字
体
の
差
異
は
考
慮
に
入
れ
な
い
。
な
お
用
例
数
は
数
え
方
に
よ
っ
て
若
干
変
化
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
2
・
1
3
・
1
4
）
　
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
　
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
武
蔵
野
書
院
）
。

（

7

▼

一

（
1
5
）
　
こ
の
「
鳥
臣
僕
」
　
に
お
け
る
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
尚
書
注
疏
校
勘
記
（
巻
第
十
）
　
で
は
「
按
説
文
云
古
本
僕
字
従
臣
作
既
、
恐

此
是
、
古
本
作
撲
後
折
烏
二
字
、
釈
文
所
云
一
本
是
也
」
と
説
い
て
い
る
。
「
僕
」
字
左
傍
双
点
は
こ
の
「
撲
」
字
と
の
関
係
と
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
6
）
　
④
の
諸
例
に
比
し
て
⑤
で
は
第
二
炉
の
割
合
が
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
尚
書
本
文
字
体
と
経
典
釈
文
注
記
中
字
体
と
が
一
致
す

る
場
合
に
は
点
発
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
例
外
も
多
く
存
し
て
お
り
、
な
お
検
討
を
要
す

る
で
あ
ろ
う
。

（
1
7
）
　
尚
書
注
疏
校
勘
記
（
巻
第
十
一
）
　
で
は
「
唐
石
経
是
字
幸
江
、
按
漢
書
五
行
志
引
此
経
無
是
字
」
と
説
く
。

へ
1
8
）
　
尚
書
注
疏
校
勘
記
（
巻
第
十
四
）
　
で
は
「
古
本
作
而
亦
烏
乱
行
也
、
正
義
日
俗
本
云
不
焉
乱
行
、
定
本
云
亦
烏
乱
行
、
俗
本
誤
也
」

と
説
く
。
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（
附
記
）
　
本
稿
を
成
す
に
当
り
小
林
芳
規
先
生
に
は
数
々
の
御
意
見
・
御
助
言
を
賜
っ
た
。
又
、
高
永
茂
氏
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
補
記
）
　
本
稿
投
稿
後
、
第
五
十
五
回
訓
点
学
会
（
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
七
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
す
る
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
。

席
上
、
又
、
そ
の
後
、
石
塚
暗
通
、
小
助
川
貞
次
両
氏
よ
り
有
益
な
御
意
見
を
賜
っ
た
。
特
に
石
塚
氏
に
は
、
本
資
料
の
声
点
が
大

小
の
二
亀
を
有
す
る
こ
と
、
破
音
点
と
点
発
と
の
関
係
等
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
が
、
本
稿
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

お
礼
と
と
も
に
心
よ
り
お
わ
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
今
後
、
更
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
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On Syusyoten ( ^/&&) and Tenpatsu (,&^)
in Heian-chuki-Ten (¥å K ^ M£) of the Kobunshojo(#X $3)

Takuji HARA

There are not only Shoten (j*>^) pointed in cinnabar, but also two-

points (M&) and three-points (H,£0 which are called Tenpatsu and pointed

in cinnabar on the left side of letters in Heian-chuki-Ten of the Kobunshojo.

Heian-chuki-Ten of the Kobunshojo is one kind of Kun-Ten (Pl^). These

are the points that were affixed to letters in the middle of the Heian era.

The aim of this thesis is to investigate the relation among Shoten,

Tenpatsu, and the Keitensyakumon ( S^lf?3t )» according to the previous

study the Keitensyakumon was used to learn and read Shojo (jojlJ) in the

Heian era. And this thesis gives some insight into the function of Tenpatsu

which has not been obvious yet.

A Study of the Production of "YamatoMonogatari"

{Tales of Yamato), a Sequel

-Onthe Association between

Motosuke and Nakatsukasa -

Yoshinobu SENO

I assumed before that the first half of "Yamato Monogatari" {tales of

Yamato, episodes 1 -146) had been written by Kiyohara noMotosuke in the

2nd or 3rd year of Tenroku{91\ -972). And now, I pay special attention to

tosho-seibi-repo
長方形




